Ⅰ　福島県教育委員会 新任栄養教諭研修 実施要項
福島県教育委員会
１　目　　的

　　新任栄養教諭研修は、現職教育の一環として、新任の栄養教諭（以下「新任者という。）に
対して、福島県公立学校教職員現職計画に基づき、専門的知識、実践的指導力及び使命感を養
うとともに、幅広い識見と豊かな社会性を習得させ、教育的指導力及び資質の向上を図ること
を目的とする。

２　基本方針

    本県における課題と栄養教諭に求められる資質や能力を踏まえ、本県の「初任者研修の基　　本構想」を受けて、本研修の対象となる栄養教諭一人一人の専門性の向上や得意分野を伸ば　　し、現代的な課題に対する実践的指導力の深化が図られるよう研修を実施する。
３　対　　象

（１）新任栄養教諭研修（以下「研修」という。）の対象となる新任者は、次のとおりとする。
当該年度に新たに公立の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校（以下「小学校等」という。）の栄養教諭となった者とする。

（２）次の者は研修の対象としないものとする。

　　①　栄養教諭として国立、公立又は私立の学校（県外含）において、１年以上勤務した経　　　　験（臨時又は期限付採用の経験を除く）を有する者
（３）県教育委員会は、新任者に対して年間研修計画及び年間指導計画に従い、当該年度に研修を行うものとする。

４　研修内容

　　研修対象栄養教諭は、県教育委員会主催の基本研修（年４回）を受講するとともに、原則課
業期間中に４日以上、所属校において校内研修を受ける。ただし、福島県公立学校栄養職員５
年経験者研修を受講していない者は、５年経験者研修の専門領域研修（２日）を受講するもの
とする。
（１）基本研修（県教委）

    ①　食に関する指導等の指導力向上を目指した実践的研修

　　②　研究授業、教材研究等の実践的研修

    ③　学校給食の栄養管理、衛生管理等の専門的研修　　等　　　

（２）校内研修（所属校）

    ①　研究授業、教材研究等を通した研修

    ②　学校給食運営の課題解決に向けた実践に関する研修

　　③　調査研究や食に関する指導等のあり方に関する特定課題研修　　等

５　実施方法
（１）年間研修計画

　  ①　県教育委員会は、年間研修計画を作成する。

　　②　年間研修計画においては、基本研修及び校内研修を実施する上で必要な事項を定めるも
のとする。

（２）年間指導計画

　  ①　校長及び共同調理場の所長は、県教育委員会が定める年間研修計画に基づき、当該学　　　　校及び共同調理場における年間指導計画を作成するものとする。

    ②　年間指導計画においては、基本研修及び校外研修の内容等を踏まえ、校内研修の項目　　　　及び時期、その他必要な事項を見極め作成するものとする。

　　　　この場合、学校及び共同調理場の実情並びに新任者の状況等を考慮の上、他の項　　　　　　目及び独自の項目を位置付けることができるものとする。

（３） 学校及び共同調理場における指導体制

　  ○　 学校に勤務する新任者に対する指導体制

　　   ①　校長は、年間指導計画に基づく研修が適切に実施されるよう配慮するものとする。　　　　 ②　校長は、新任者の指導及び助言に当たる者として、校内の教頭及び教員の中から　　　　 　　指導担当者を置くものとする。

　　　 ③　校長は、新任者の指導及び助言に当たる指導担当者に対し本研修が円滑に行われ　　　　 　　るよう指導するものとする。

　　　 ④　指導担当者以外の教員にあっても、校長の指導の下、年間指導計画に従い、指導担当　　　　 　者と連携しつつ、必要に応じ新任者の指導及び助言に当たるものとする。

　　　 ⑤　校長は、本研修に係る業務を校務分掌に位置付け、新任者に対する研修が学校全　　　　 　　体として行われるよう指導体制の整備を図るものとする。

　
　○　共同調理場に勤務する新任者に対する指導体制

　  　 ①　学校における指導体制

　　　　 ア　校長は、年間指導計画に基づく研修が適切に実施されるよう配慮するものとする。

　　  　 イ　校長は、新任者の指導及び助言に当たる者として、校内の教頭及び教員の中か　　　　　 　　ら指導担当者を置くものとする。

　　　　 ウ　校長は、新任者の指導及び助言に当たる指導担当者に対し、本研修が円滑に行　　　　　 　　われるよう指導するものとする。

　　　　 エ　指導担当者以外の教員にあっても、校長の指導の下、年間指導計画に従い、指導担　　　　　 　当者と連携しつつ、必要に応じ新任者の指導及び助言に当たるものとする。

　　　　 オ　校長は、本研修に係る業務を校務分掌に位置付け、新任者に対する研修が学校　　　　　 　　全体として行われるよう指導体制の整備を図るものとする。

　　　 ②　共同調理場における指導体制

　　　　 ア　所長は、年間指導計画に基づく研修が適切に実施されるよう配慮するものとする。

　　　　 イ　所長は、新任者に対し、本研修が円滑に行われるよう指導及び助言を行うもの　　　　　 　　とする。

　　　　 ウ　所長以外の職員にあっても、所長の指導の下、年間指導計画に従い、所属校と連携　　　　　 　しつつ、必要に応じ新任者の指導及び助言に当たるものとする。

　　　　 エ　所長は、本研修に係る業務を職員組織に位置付け、新任者に対する研修が共同　　　　　 　　調理場全体として行われるよう指導体制の整備を図るものとする。

       ③　校長と所長の連携について

         ア　校長と所長は、新任者の人事評価にかかる目標等を共有し、所長は、新任　　　　　 　　　　者の自己目標や手立ての内容を職務区分ごとに観察し、その状況を校長に報告する。

         イ　校長は、面談（当初・最終）の際に、所長の観察状況を含めた指導・助言を行い、　　　　　　 最終評価に的確性・納得性を持たせるようにする。

６　その他

　　この要項に定めるもののほか、研修に必要な事項は、県教育委員会教育長が別に定めるも　　のとする。

　　　附　則

　この要項は平成２７年４月１日から施行する。

この要項は平成２８年４月１日から施行する。
この要項は平成３０年４月１日から施行する。

この要項は平成３１年４月１日から施行する。
この要項は令和２年４月１日から施行する。
この要項は令和３年４月１日から施行する。
この要項は令和４年４月１日から施行する。
令和５年２月３日一部改正、同年４月１日から施行する。
Ⅱ　新任栄養教諭研修　研修概要
１　研修の目的

　　新任の栄養教諭（以下「新任者という。）に対して、福島県公立学校教職員現職計
画に基づき、専門的知識、実践的指導力及び使命感を養うとともに、幅広い識見と豊かな社会
性を習得させ、教育的指導力及び資質の向上を図る。

２　研修体制及び内容
県教育委員会健康教育課実施の新任栄養教諭研修の基本研修（４日間）、校内研修（所属校）を行う。
（１）基本研修
	　　　　　　　　　　
	主な基本研修内容

	
	○　栄養教諭に期待すること

○　本県の健康課題と課題
○　教育公務員としての服務と勤務
○　本県の食育の課題と栄養教諭の役割

○　学校給食の質の向上のための栄養管理
○　食に関する指導の実際

○　食に関する個別指導の実際

○　授業案の作成と教材研究
○　思考を促す授業づくり
○　学級活動における食育の授業の実践

○　小中高の系統性を重視した家庭科の指導法
○　発達段階の理解と教育相談の実際
○　健康課題を解決する個別指導の実際
○　生徒理解と学習のための支援
○　教育の情報化と情報モラル
○　教職員人事評価制度・多忙化解消の取組
○　幼児理解と幼稚園教育

○　障がいの理解と特別支援教育　　等


（２）校内研修
	主な校内研修内容（所属校）

	○　児童生徒一人一人のよさや可能性を推測する能力

  ・実態等（能力・適性等、環境）を適切に把握するための資料収集の仕方

  ・諸資料の総合的解釈の仕方とよさや可能性を見いだす方法

  ・諸資料を指導に生かす方法（新しい授業の創造に向けて）

  ・積極的な生徒指導の進め方　　等

○　学校給食の栄養管理・衛生管理能力

  ・児童生徒の成長発達に必要な学校給食摂取基準の確保

  ・学校給食を生きた教材として活用するための献立作成

  ・「学校給食衛生管理基準及び学校環境衛生基準」に基づいた衛生管理の実践

  ・学校教育活動における衛生指導の方法　　等

○  食に関する指導を実践する能力

  ・食生活上の課題の把握と調査方法の工夫

  ・食に関する指導計画の立て方

  ・食生活に関する個別指導の工夫

  ・教材作成のあり方と活用方法

  ・研究授業の実践（授業案の作成と教材研究）

  ・指導目標・内容の具体化の図り方

  ・ICT活用（多様なメディア）の情報手段の活用の仕方

  ・特別非常勤講師制度やＴＴによる指導方法の工夫改善

  ・「食」の専門家としての知識・技能

  ・学校・家庭・地域と連携した食に関する指導の仕方

  ・食環境の整備の仕方

  ・関係機関との連携・協力体制のあり方　　等




	主な校内研修内容（所属校）

	○　教育公務員としての職務遂行に必要な能力

  ・服務及び勤務に関する規定の理解

  ・教職員の服務倫理意識の向上に向けて
・事故防止対策とその実践化の図り方

  ・事務処理と諸表簿の整備・保管の仕方

  ・予算の編成と執行の仕方
・教職員のためのメンタルヘルス　　等


３　研修の留意点
（１）やむを得ない事情により、該当年度に研修を受けられない場合は、市町村教育委員会を通じて教

育事務所長に報告する。その場合、該当者は次年度以降に受講する。

４　研修全般について
（１）新任栄養教諭研修を実施するにあたって、校長は、学校給食管理業務等に支障がないよう、また、研修対象栄養教諭が研修の時間を十分に確保することができるように配慮する。

（２）職務上の命令による研修だけでなく、研修対象栄養教諭が自ら行う自主研修も大事であることから、校長は、自主研修について奨励や支援に努める。

（３）基本研修を欠席した場合は、欠席した研修のみ次年度受講することになる。

（４）５年経験者研修及び中堅教諭等資質向上研修の受講手続きについては、健康教育課が行う。
（５）校長（教頭）は、常に研修対象栄養教諭との意思の疎通を図り、研修の流れに沿って、研修対象栄養教諭の指導力、専門職としての適性等について日常の観察をもとに、適宜、指導助言に当たる。
【研修計画書及び報告書】

１　研修計画書（様式１）

	
	（１）研修計画は、第１回新任栄養教諭研修会（健康教育課主管・４月下旬開催）

　　において、立案に必要な指導を行い、一人一人の研修計画の立案が円滑に進められ

　　るようにする。（研修は当該年度４月から翌年２月までとする）

（２）校長は、学校給食管理業務等及び校務運営計画等を考慮し、研修計画立案の指導

　　助言をする。

      また、研修対象栄養教諭の主体的な研修を促す基盤は校内研修にあることを踏ま　　　え、年間を見通した計画的な校内研修の充実に努める。

（３）校長は、「研修計画書」を健康教育課（市町村教育委員会、教育事務所経由）に電子データで提出する。
【提出期限】学校→市町村教育委員会　　　　　令和５年５月１２日（金）まで
市町村教育委員会→教育事務所　　令和５年５月１９日（金）まで

教育事務所→健康教育課　　　　　令和５年５月２６日（金）まで


２　研修報告書（様式２）

	（１）校長は、研修対象栄養教諭に、研修終了後、「研修報告書」を作成させ、健康教育課（市町村教育委員会、教育事務所経由）に紙媒体で提出する。

      その際、研究授業に要した「学習指導案」や「学習カード」等、また、講義資料　　　等を添付し、紙媒体で提出する。

【提出期限】学校→市町村教育委員会　　　　　令和６年２月２２日（木）まで
市町村教育委員会→教育事務所　　令和６年３月　１日（金）まで
教育事務所→健康教育課　　　　　令和６年３月　８日（金）まで
（２）校長は、「研修報告書」を今後の指導や研修の充実を図るために活用し、引き続　　　き研修対象栄養教諭の資質の向上に努める。

（３）提出された「研修報告書」は、本研修及び本県現職教育体系に基づく諸研修の改　　　善と充実のための資料として活用する。


（様式１）
　　　　年度　新任栄養教諭　研修計画書
                                                 学校名　　　　　　　　　　　　　　
                                                 校長名　　　　　　　　　　　　　　
                  　　　　　　　　　 研修対象栄養教諭名　　　　　　　　　　　　　　
１　これから目指していく栄養教諭としての姿
	


２　校内研修（所属校）計画　（原則課業期間中に４日以上）
	　月　日（曜日）
	会　　場
	研修内容・日数等
	指導者等名

	　　月　　日

     　（　）


	
	
	

	    月　　日

     　（　）
	
	
	

	　　月　　日

     　（　）
	
	
	

	    月　　日

     　（　）


	
	
	


   ＊講師等が未定の場合は空欄でもよい。

（様式２）
　　　　年度　新任栄養教諭　研修報告書
                                                 学校名　　　　　　　　　　　　　　
                                                 校長名　　　　　　　　　　　　　　
                  　　　　　　　　　 研修対象栄養教諭名　　　　　　　　　　　　　　
１　校内研修（所属校）　（原則課業期間中に４日以上）
	　月　日（曜日）
	会　　場
	研修内容・日数等
	指導者等名

	　　月　　日

     　（　）


	
	
	

	    月　　日

     　（　）
	
	
	

	　　月　　日

     　（　）


	
	
	

	    月　　日

     　（　）
	
	
	


２　研修の成果と今後の課題

	


３　校長所見
	


福島県教育委員会 新任栄養教諭 年間研修計画
	月
	校内研修（所属校）
	基本研修（健康教育課）

	  ４

  ５

  ６

  ７

  ８

  ９

１０

１１

１２

  １

  ２

  ３

	○研修に係る校内体制の整備

○研修計画書の作成開始

○研修計画書の提出

 【提出期限】学校→市町村教育委員会

令和５年５月１２日（金）まで
電子データでの提出

○研修計画書に基づく

  校内研修開始

（原則課業期間中に４日以上）

＊研究授業１回以上実施

○研修計画書の作成開始
○研修報告書の提出

 【提出期日】学校→市町村教育委員会

令和６年２月２２日（木）まで
紙媒体での提出
	○第１回（４月１８日）

  新任栄養教諭研修

 （研修計画書の作成方法等）

○研修計画書受領

○第２回（６月１５日）

  新任栄養教諭研修

  （専門的な研修）

○第３回（９～１２月の予定）

  新任栄養教諭研修

 （授業研究会）
　※「栄養教諭食育推進研修会」と兼ねる
○第４回（１月１７日）

  新任栄養教諭研修

  （研修報告書の作成方法等）
○研修報告書受領


【研修の基本的な流れ】

	○「校長による評価」と それに基づいた「研修

計画書」作成及び提出
	→→→


	○「研修計画書」に基づいた研修の実施

（校内・基本研修）
	→→→


	○「校長による評価」と

それに基づいた「研修

報告書」作成及び提出


【評価について】

  （１）評価の目的

      ①　研修対象栄養教諭の職務に関する指導力及び適性等の現状を把握し、個々に応じた研　　　　　修計画の作成や次年度以降の自己目標設定等の基礎資料とする。

      ②　本研修の評価は、「研修対象栄養教諭が責任感や主体的な職務遂行意識を高めるため
の資料」及び「組織的・効率的な職務遂行を支援するための資料」として活用する。

  （２）評価の実施者

      ○　評価の実施者は校長とする。（二次評価者）

  （３）評価の方法

      ○　人事評価システムに準ずる。

       【共同調理場に勤務する新任者に対する評価について】

　　　　ア　校長と所長は、新任者の人事評価にかかる目標等を共有し、所長は、新任　　　　　　　　　者の自己目標や手立ての内容を職務区分ごとに観察し、その状況を校長に報告する。

　　　　イ　校長は、面談（当初・最終）の際に、所長の観察状況を含めた指導・助言を行い、　　　　　　最終評価に的確性・納得性を持たせるようにする。

